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　スペクトロヘリオグラフの：方はこの位にして，次にスペクトロヘリオスコ
1プの方へ移りませう，これにも今まで考へられπ総ての様式を数へると数
種類に分つ事が出來ますが，現今高高に用ひられてるるものはHate氏の振
動スリットを用ひたものと，Anderson氏のプリズムを用ひたものとの二つ
だけで，分光装置としては專らグレ1チングが用ぴられてるます．
　花山天文壼には故上島昇先生が自ら設計組立をされたAndersonのプリズ
ムを用ひたスペクトロヘリオスコ1プがあります．
　從ってζNではその構造，使用法等の概要を述べ，振動スリットの事を附
加し，其他は一切省略して，この項を終りたいと思ひます．
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　第4圓は横から見た器械の主要部を示す圃であってAI，　AeはAndersOI1流
のプリズム，S1，　S2は第1及び第2スyツト（共に垂直方向に向く）た直線的なも
の），M｝，　M2は同じ焦轍距離の凹面鏡，　Gは反射下面グレ1チング，　LrSは
”Line－Shifter“，　Lは弱倍率のル1ぺです．シ1ロスタツ1・からの光線は，乖
直距離の長いレンズ又は凹面鏡に依て，第1スリットS！の面上にかなり大き
な（5cm程度が最も適當）太陽の線を結びます．第1スリットから中へ入った
?
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光線は先づM1に當り，　M】の焦黙が丁度Siにあるやうに作られてゐます
から，反射された光線は李行となってグレ1チングGに向ひ，Gに依て分
光され，M，に依てその最も明るい第一次スペクトルがS2の面に生じます．
　所でAnderso皿のプリズムとv・ふのは，上下同形の横断面が正方形の2個
の硝子桂を其等の軸が一直線になりプリズムの面が上下李行になる様に連結
した亀ので，其の軸のまはりに高速度で廻韓する檬になってゐます．さて李
行李面硝子板を通過する光線は，硝子板に光線が垂直に投射する時には，勿
論，もとの進路をそのまS直線的に進行しますが，光線が斜に投射する時は
硝子板を出る光線の路は元の進路に二三ではありますが，幾分ズレを生じま
す．さうしてそのズtZの量は投射の角度と共に憂化します・第5圖はAnderSQn
　　　　　　　　　　　　のプリズムを減上から見たもので，上述の理に　　　第　5　圖
　　　　　　　　　　　　依り，プリズムが二二するときスリットSiに
　　　　　　　　　　　　入ってゆく光線が時々刻々異る事が容易に分り
　　　　　　　　　　　　ます．つまり次々に太陽面の異った部分の光が
　　　　　　　　　　　　Sエに入ってゆくわけです．所でこの眞下にAl
　　　　　　　　　　A，　と同時に廻冷してみるプリズムA2に依てS2か
　　　　　　　　　　　　　ら出て去る光線に封して全く同じ状態が繰返さ
　　　　　　　　　　　　れてるるためにに，S1依る太陽像の移動がS2
　　　　　　　　　　　　の：方では完全に補償され，プリズムA2を通し
　　　　　　　　　　　　てSeをル1プで覗くと，そこにはもはやスリ
ツ再ま見えす太陽の面が静止して現れることになります・つまりAnderson
のプリズムを用ひたスペクトロヘリオスコ1プではSIM】GM2S2の部分
を固定し，プリズムA，A2に依て急速に太陽面のスリットに依て裁られる
部分を鍵化せしめる．わけです．
　；次にHaleの振動スリットといふのは，第4圖のA，　A2を除き，　Si，　S2を
一つの棒の爾端へ固定し，その捧の中心を軸としてスリットを左右に急速に
振動せしめるものです．（第6圖正面から見たもの）其他の部分は前述のもの
と全く同様です．これに依ても亦S1の像は常にS2に合致し，　S2をル1プ
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で覗けば太陽面が浮び上って見える事は容易にうなづけます．この振動スリ
ットは機構上Andersonのプリズムよりも運動に幾分のムラが生じ易いとい
ふ敏黙がありますが，他方その振幅を容易に加減出來，從って見える太陽面
の範園と明るさを調節出來るといふ長所もあります．
　なほ，，Line－Shifter“L－SとV・ふのは1枚の言行面硝子板であって，その傾
を垂直軸のまはりに廻干して攣へることに依り，第2スリットに落ちるスペ
クトル線を左右にすらすのに使用します．之に依て第2スリットに合致する
スペクトル線の部分が攣り，フロツキユリの各部分の三線速度の簡軍な測定
　第6圖
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が出來，またスペクトル線を急速に第2スリットから外し
たり合せたりして，連績スペクトルの部分で見た普通の太
陽面の歌況（黒黙等からよく分ります）と丁丁像（フロツキ
t’リ）との比較をするのにも便利です．
　スペクトロヘリオスコ1プには，線の強さ，丁丁の三三
から主として水素のH。線が用Uられます．：先づ太陽の像
を第1スリットS】の面上に正確に結ばせ，グレ1チングG
の傾を徴動ネヂで鍵へながら，第2スリットS2をのぞいて
H。線を第2スリットに合致せしめます．もちろんそれよ
り前に第1，第2スリットSi，　S2が共に同一垂直線上にある
様に，さうしてグレ1チングの線並にAndersonのプリズ
ムの稜と李行である様に，文M】，M，の焦下面が夫々Sコ，　S2に一致する様
に，更にS1の中心の像がS2の中心に來る檬に等々の調整を三子して置く
必要のあるのは申す迄もない事であります．さうしてスリットの幅を夫々適
當に選び，プリズムをモ1タ1で廻傳させますと，下野には長方形の窓の申
に（この窓はプリズムに依て制限せられたスリットの移動の範團です）太陽
面の水素の明暗のフロツキユリやプロミネンスが實に美しv・深赤色に現れま
す．
　　　　　　　　　4・スペクトル線とスリットと太陽日氣
　スペクトロヘリオグラフでもスペクトロヘリオスコ1プでも共にそのスリ
ットの幅，特に第2スリツ1・の幅は重要な意味を持って居ります．
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その幅が使用するスペクトル線の幅に相等しいか，或はより狭いものでなく
てはならない事は容易にうなづけますが，更に第2スリットの幅により又そ
のスペクトル線上に置かれる位置に依て，見え或は爲眞に早るフロツキュリ
やプロミネンスの笥子は著しく相遠して現れます．
　例へばCa＋のH，　K線の婚合ですと，線は第7圖に示す檬な複雑な構造を
示します．しかもH，K線の如きは非常に幅の凹い線ですから，比較的狭い
第2スリットを用ひる揚重には，この線の或る一部分だけの光で爲眞を撮：る
ことになります．もしK：1の部分だけを用ぴると，比較的コントラストの少
いカルシウムフロツキユリの爲眞が得られます．もともとスペクトル線のこ
の部分K1は，太陽大氣中比較的低暦のカルシウム蒸氣に起因すると考へら
第7圖
7Y
KlKユ　　　K，
Kz　K，
第2ばカルシウムの暗黒なフロツキユリが現れます．
カルシウム蒸氣が下暦からの光を彊く吸締してみる部分で，太陽面に投影さ
れたプロミネンスを表すものと考へられてるます．又太陽大氣中のガスが著
しい覗線方向の運動をしてみる揚合には，その部分のスペクトル線はねちれ
て第2スリットから外れてしまふ事があります．從ってその様な部分は輝々
に現れません．プロミネンスの揚合でも同様です．所がその様な激烈な運動
をしてみる部分こそ特に注意して観測する必要のある揚所であり，と曳に
，，Line－Shifter　“を具へたスペクトロヘリオスコ1プの最も重要な役割の一つ
があるわけです．
　スペクトロヘリオスコ1プは，それに簡輩に取付取外しの出門る爲眞装置
に依て，スペクトロヘリオグラフとして用ひる事も出戸ますから，上のやう
れますから，從ってK：】の寓眞は太陽大氣の低v・暦で
のカノLシウムガスの状態を現はしてみるものと解繹さ
れます．K：2（一般にK：も混用される）の爲眞では，
Klの血忌よりもフロツキユリがより強く大きく現は
れるのが普通です．これはK1の暦よりももっと高い
暦でのカルシウム蒸氣の有様を示すものです．更に
スリットをうんと狭くしK，の部分だけで爲眞をとれ，
　　　　　　　　　　　　　　これは更に高い暦での
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な太陽の部分的な研究には非常に適無してるるわけです．唯現在の所太陽全
面の記録にはなぼスペクトロヘリオグラフに依らなければなりません．
　將來も亦この二つの機械は相助けて，一方で太陽面を眼硯的に，，Line一一
Shifter“を活用して追求しながら，ス〈：クトロヘリオグラフにその第2スリ
ットを置く明き位置や，撮：影す空き揚陸，時刻等を示しつS完全な記録を淺
さしめるといふ様な工合に使用されるのが本島だらうと思はれます．
　まだこの項には書きたい事もありますが，あまりに長くなりましたからこ
Sらでペンを旧く事に致します．
だらだらと長く書voた割に甚だ不充分な要領の悪い記事となって甚だ恐縮
に思ひますが一何卒悪しからす一
??
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臨 天界新知　識
　　　　　　　　．．A．，
　　　　　　　　卿　　　 　　　　　　　薪知識軍職に附けた拳螺は便宜上のもの
　　　　爆A，離謙盤　　類整｛91　「c
　　　　612　　　　　星霧申の超新星
　ヰルソン山天文璽のZwickア氏は星霧附近の新星捜索のため，46糎Schmidt望遠鏡を
以て多敷の星霧鴨島を撮影してみるが，昨年9月以來，本年5月までに，既に300枚の爲
眞を得た・其の結果本年2月16日に最初の牧穫としてNGC　4157番の星霧中に超新星を
嚢見し，其後績々として超薪星を獲見してみる事は花山急報で累報の通りである．之の
最初の護見を得たるNGC　4157番の星霧とは光度12等級のSc型渦巻星霧で，新星はそ
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の中心から北東へ1！離れた暗黒部に現はれた。光
度観測は次の通りで，光度は毎時光度である．
　之で見ると新星は本年1月κ極大となったものら
しく，光度曲線は昨年Baade氏がNGC4273番の星
霧に獲見したものとよく似て，減光が甚だ急である．
それから纈推して極大光度はmp・＝　14・6と考へられ
る・すると之の超新星と星霧との光度の差は其の時
は2・6等級となるが，更に之はさきにBaade氏が超
新星と星霧との光度差に冒する研究から得た結果と
もよく一i致する事となる・〔P・A．S。　P・Aug・1937〕
